
６月１０日から７月1日まで令和6年度第２回朝霞市議会定例
会（６月議会）が開催されました。 6月議会は予算審議の3月
議会、決算審議の9月議会と比べて提出議案が少なく、一般質
問がメインになる会期でした。所属している会派あさか未来の
全8名を含め、21人が質問に立ちました。
一方で昭和４８年以来51年ぶりに懲罰特別委員会が設置さ

れる事態になりました。国内外を問わず、選挙活動や政治活動
への暴力的な妨害やこれまでになかった制度濫用が目立つよ
うになってきています。今会期中に議員提出条例として政治倫
理条例と議員報酬差し止め条例を制定しました。議員一人一人
が政治に対する信頼、市民の皆様からの負託を損ねることが
ないよう、襟を正して真摯に活動をしていく契機につながれば
と感じています。議会の本義としての言論での健全な論戦、政
策提言ができるようこれからも活動を続けていきます。一般質
問をした６項目の詳報は裏面に掲載します。

質問の様子（動画より抜粋）

一般質問後に市庁舎前にて

朝霞市議会の配信システムが変わりました
６月議会から議会のリアルタイム中継とその後のアーカイ

ブ視聴の方法が変わりました。これまでのYouTubeでの配
信から「DiscussVisionSmart」による配信になっています。
これまでは1本の長い動画から当該議員の見たい箇所を手

作業で探さなければならない仕様でしたが、このシステムは
議員ごと、質問の項目ごとにリンクが作成されています。見た
い箇所から閲覧できるようになり、スムーズな視聴ができま
す。一方で動画編集の都合からライブ配信を逃すと2～3日の
ラグが発生します。速報性では改善の余地があると思います。

また、議会の傍聴者、リアルタイム視聴者を増やすためには
開催時間や曜日を変えてみるのも手だと考えます。新座市で
は年1回休日議会を開催しています。議会と市政を身近に感
じてもらえるよう提言をしていきます。

新しい配信システム
はこちらからご覧
いただけます⇒

DiscussVisionSmartの図



【討議資料】

①，朝霞市における環境政策について
（１）特定外来種への対応の朝霞市の現状と今後
（２）食品ロス、環境啓発の取り組みの現状
（３）城山公園含めてナラ枯れの状況について

②，シビックプライドの高揚と対外的発信について
（１）朝霞市のシティプロモーションの方針
（２）職員の意識向上
（３）マンホールカードの利活用

③，アプリ等を活用した情報提供システムの活用
（１）近隣市、先進市での導入状況
（２）市内での検討状況、導入へのハードル

④，防災意識の高揚について
（１）在宅避難、備蓄の啓発の状況について
（２）外国籍の方への対応

カラーユニバーサルデザインへの対応

⑤，ごみコンテナの軽量化、ごみの管理について
（１）近隣市の状況、朝霞市での現状

⑥,若年層に向けた投票率向上の取り組みについて
（１）近隣市の状況、朝霞市での検討状況

6月議会の一般質問で取り上げた項目

朝霞地区一部事務組合議会定例会での活動

①市として行っている環境啓発活動・環境
教育の状況を聞きました。ナガミヒナゲシな
ど注意が必要な種への対応をはじめ市役所
だけでは対応できない事案をどうするか、
提言をしていきます。
②市外からの転入者が増え続けている朝霞
市、定着率が課題です。誰もが自分の住む地
域に誇りを持つ（シビックプライド）、市職員
が誇りを持てるための取り組みを伺いまし
た。また、認知度向上の政策にマンホールカ
ードの導入についても取り上げました。
③道路の破損情報（カーブミラーの破損、陥
没など）を通報しやすい仕組みづくりについ
て、各地の先進事例と朝霞市での検討状況、
代替手段について質問をしました。朝霞市
では国土交通省のLINE通報アプリを導入し
ています。ぜひ登録と利用をお願いします。
④災害発生時の備蓄、在宅避難の周知状況、
災害情報の提供の在り方について提言しま
した。災害時こそ誰も取り残さない情報提供
が必要と考えます。
⑤市内各地でのごみ処理は地域の皆様の協
力によって成り立っていますが、高齢化や希
薄化で担い手不足が指摘されています。負
担軽減策について質問をいたしました。
⑥朝霞市は各級選挙での投票率が周辺市よ
り低い状況にあります。市の認識と投票率
向上のための取り組みを聞きました。また、
負担軽減と無効票削減が期待できる記号式
投票についてもとりあげました。

７/１０(水)埼玉県南西部消防局(朝霞消防署)において朝霞地区一部事務組合
(通称:一組)の今年2回目の議会定例会が開催されました。
一般質問では消防業務における連携をテーマに以下５点を質問いたしました。
①デイタイム救急隊について ②熱中症対策について
③水害対策について ④消防局の広域連携について
⑤消防団の広域連携について
災害が広域・大規模化の傾向があるなかで適切な業務遂行ができるか、関係団
体と連携をしながら被害を最小限に防げるかが今後の課題だと考えます。各市
の危機管理部門、国・県の動向を注視しながら提言を続けていきます。

６月議会を振り返って～これからも皆様の声をお寄せください～
一般質問も3回目になりました。質問以外にも議案質疑や討論
など発言の機会があります。会派として、一議員として提出さ
れた各種議案には積極的に参加してまいります。今後は個人で
も動画配信や会場を借りての活動報告会も行ってまいります。

住 所：朝霞市仲町1-2-10-103
電 話：080-4666-2178
Mail：
119ra.asaka@gmail.com
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